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はじめに

現行の高等学校学習指導要領は平成 30 年に告示され，情報教育の内容は大きく拡充され

ました。加えて，大学入学共通テストに「情報」が加わり，私たち情報科教員は，授業改善と入試

対応の両面に向き合う日々を送っています。しかし今，次の学習指導要領を見据えた議論が進

んでいます。中学校では「情報・技術科（仮称）」の創設等が検討されています。小学校では総合

的な学習の時間が「情報の領域（仮称）」と「探究の領域（仮称）」で構成されることが検討され

ています。情報教育は今や，一つの教科の枠にとどまらず，学校教育全体を支える基盤として，

その重要性をますます高めています。 

もっとも，情報と探究とを結び付ける実践は，決して未来の課題ではありません。私たちの

足元には，既に先駆的な実践がなされています。今年度，本研究会は，情報コミュニケーション

学会情報教育特別委員会をはじめとする近畿の複数の研究会が共催する情報教育合同研究

会に，初めて参加しました。そこでは，森本岳先生（京都産業大学附属中学校・高等学校）から，

情報と探究の学びを結び付けた問題解決型学習について発表していただきました。また，「デ

ータサイエンス×情報科教育」を主題として開催した秋期研究会では，林 宏樹先生（雲雀丘学

園中学校・高等学校）をお招きし，探究と情報教育との関わりについて，大変示唆に富んだ講

演を賜りました。制度の先を見据える議論と，教室の中で積み上げられている実践とが，確か

につながり始めていることを実感した一年であったように思います。 

学習指導要領の改訂は，おおむね 10 年を一つの節目として進められます。社会の情報化が

これほどまでに急速に進む時代にあって，この改訂を「早い」と嘆いてはいられません。私たち

は，常に時代にふさわしい情報教育とは何かを自ら問い，考え，実践し続けなければなりませ

ん。本研究会が，そうした営みを支える場でありたいと願っています。日々の授業実践を持ち

寄り，互いの知見に学び，新しい時代にふさわしい教育の姿をともに描いていく。その積み重

ねこそが，情報教育をタイムリーにアップデートし，未来を生きる生徒たちの学びを豊かにして

いく力になるはずです。本記録集が，その歩みを確かめ合い，次の実践へとつなぐ一冊となれ

ば幸いです。 

2026 年 3 月 

京都府私立中学高等学校情報科研究会 

委員長 長谷川卓也（京都橘中高） 
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京都府私立中学高等学校情報科研究会 

2025年度（令和7年度）通常総会 次第 

日時：2025年（令和7年）5月26日(月) 

17:00～ 

場所：オンライン開催(Teams) 

議事内容 

１．開会挨拶 

２．2024年度 事業報告と収支決算報告（審議事項） 

３．2025年度 役員（確認） 

※研究会規約により役員の任期は２年です。（2024～2025）

４．2025年度 事業計画および予算（審議事項） 

５．各校の交流・質疑・意見交換 

６．閉会挨拶 

京都府私立中学高等学校情報科研究会 

2025（令和7）年度 役員組織表 

役職名 氏名 所属・学校名 

委 員 長  長谷川 卓也 京都橘中学校・高等学校 

副委員長 清田 祥一郎 立命館中学校・高等学校 

常任委員 瀧内 義弘 東山中学・高等学校 

高畑 祐輔 東山中学・高等学校 

森本 岳 京都産業大学附属中学校・高等学校 

中村 亮太 京都産業大学附属中学校・高等学校 

上田 祐一郎 同志社女子中学校・高等学校 

(研究大会実行委員) 増田 純一 京都翔英高等学校 

庶務・事務局担当 鈴木 潤 同志社中学校・高等学校 

会計担当 〃 〃 

監事（会計監査） 酒井 知果 華頂女子高等学校 

顧問 鹿野 利春 京都精華大学メディア表現学部教授 

＊２年任期（2024～2025年度） 
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京都府私立中学高等学校情報科研究会 

2025年度（令和7年度） 夏期研究会 次第 

日時：2025年（令和7年）7月3日（木） 

場所：京都産業大学14号館１階14113会議室 

テーマ「プログラミング必修化と大学入試、そして大学教育のこれから」

●意見交換

「大学の個別入試における情報Ⅰについて」

「高校の情報Ⅰにおけるプログラミング必修化による高校生の状況」

「情報Ⅱ等の上位科目でのプログラミング」

「大学入学までに高校生に求めたい内容」

１．開会あいさつ 

２．高校側からの話題提供→質疑応答 

３．大学側からの話題提供→質疑応答 

４．まとめ 

５．閉会あいさつ 

施設見学 16:00～ 

17:00閉会 

＜ご案内＞ 

研究会サイトhttps://www.kyoto-shigaku.infoぜひご利用ください。 

事務局：同志社中学校・高等学校 
〒606-8558 京都市左京区岩倉大鷺町８９ 
TEL:075-781-7121 FAX:075-781-7124 
庶務 鈴木 潤（jnsuzuki@js.doshisha.ac.jp） 
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 第１６分科会  情報科  （ 情報科 研究会担当 ） 

 研究目標「データサイエンス×情報科教育」 

 内  容「現代社会で重要性を増すデータサイエンス分野に焦点をあて、 

どのように生徒の探究心や創造性を高めるか、授業実践を交えて議論を深める」 

 参加人数 ３５名  募集対象 教職員・保護者・一般 

 会  場  ２号館 ４階 245教室 

 開  会 

 開会挨拶 京都府私立中学高等学校    情報科研究会委員長 長谷川 卓也氏 

 講 演  「データサイエンスの経験がその後のアカデミックスキルに与える影響」 

 講 師    雲雀丘学園中学校・高等学校教諭  林 宏樹氏 

 実践報告  「Wolfram言語で生徒の可能性を最大限に引き出す授業」 

 華頂女子高等学校教諭      酒井 知果氏 

 閉会挨拶     京都府私立中学高等学校   情報科研究会副委員長 清田 祥一郎氏 

教育研究大会 第１６分科会 情報科（秋期研究会） 

1.日時

2.場所

  2025(令和 7 年)10 月 19 日(日) 13:15～16:15 

  平安女学院中学高等学校 
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      情報科 分科会（第１６分科会） 

 

参加人数  ２２ 名 

 

研究目標 「データサイエンス×情報科教育」 

 講 演 「データサイエンスの経験がその後のアカデミックスキルに与える影響」 

     「Wolfram言語で生徒の可能性を最大限に引き出す授業」 

 講 師 雲雀丘学園中学校・高等学校 教諭 林 宏樹 氏 

     華頂女子高等学校 教諭 酒井 知果 氏 

 

１．データサイエンスの経験がその後のアカデミックスキルに与える影響 

（１）雲雀丘学園の情報教育 

・「情報」単体ではなく「情報×経済」「情報×スポーツ」など「情報×〇〇」が大切であ

る。 

・１年次は探究養成期として客観的データに基づき、分析し、結論を見出す考察力を育成

し、２年次は探究実践期として特定の分野に特化して課題解決を目指していく。 

 

（２）データサイエンスとアカデミックスキル 

・いろいろな用語が出てくるので教員と生徒の間で用語の定義の確認し、共通認識をもっ

ておく必要がある。 

・データは「数字だけではない」、事実は「データ、根拠、エビデンスは同じ意味と捉える」、

主張は「考察、意見は同じ意味と捉える」という前提がある。 

・結果は「事実に基づく誰もが納得いくこと」で、考察は「結果から考えた主張（自分が

考えたこと）」である。ここを混同しやすいので注意が必要である。 

・データサイエンスは「道具」であり他者に対して主張を納得させるためのものである。 

・世の中のすべての事象は「データ」であるが、信頼・信憑性のあるデータを集めるのは

時間がかかる。またこの「データ」をそのままみても得られることは少なく、いかにう

まく「データ化（数値化）」できるかも大切である。データから新たな知見が得られる

ように整理・加工することが重要だが、整理・加工にも知恵がいる。 

 

（３）授業について 

・１年次 情報 I（情報科）の１学期にはデータの活用を学び、夏休み課題として統計ポ

スターを作成させている。３学期には情報デザインを取り扱い作成したポスターをデザ

イン的にも仕上げてもらう。作成.したポスターは統計グラフコンクールに応募している。 

・１年次 データサイエンス探究基礎（数学科）では統計的な問いを設定し、探究を深め

ていく力を育成している。 
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・２年次 情報 IIでは生徒の興味関心に応じた情報技術を活用した探究実践となっており、

生徒全員が外部コンテストへの出場を行う。外部コンテストは「中高生情報学研究コン

テスト」「日本 AI カップ 中高生 AI・DS 部門、中高生予測部門」「全国情報教育コン

テスト」などに出場。 

 

２．Wolfram言語で生徒の可能性を最大限に引き出す授業 

（１）華頂女子高校の授業 

・必修 １年生「キャリアデザイン I（基礎講座＋探究学習）」、２年生「情報 I」、３年生

「キャリアデザイン（検定取得＋探究学習）」の授業を行っている。 

・メディア・情報系履修モデルコースは２年生「メディア情報演習A」でWolframを使っ

たプログラミング演習、３年生「メディア情報演習B」で 3DCGとプロジェクションマ

ッピングの授業となっている。 

・これまでにAdobeソフトを使ったグラフィックデザイン、脚本や出演者オーディション

などすべて生徒主体で取り組む映像制作、LEDをかわいく光らせるプログラミング授業、

Shadeを使っての 3Dモデリングやレンダリング、京都で活躍するアーティストへのイ

ンタビュー記事を含む雑誌制作などの授業を過去に行った。 

・メディア・情報系履修モデルコースでは「専門性の高い内容の履修」「実践的な学び」「学

校外とつながった学び」から学んだ知識を様々な分野に生かせるようになっている。 

 

（２）Wolfram言語の特徴 

・数学的計算、データの可視化、画像処理、機械学習に特化したプログラミング言語。ブ

ラウザ上で実行できるのでどのような端末でも実行できる。 

・この言語を用いるとワードクラウド、アートプログラミング、数学的概念の資格的理解、

美的感覚の刺激、多様な作品作り、探求心の育成など教育的な効果が得られる。 

 

（３）授業実践報告 

・４、５月にWolfram言語の基礎学習、６月にワードクラウドを用いたデータの可視化と

それを用いたアート作品制作、９月に機械学習でチョコレート菓子の認識を行うプログ

ラムの作成を行った。 

・生徒の制作した作品と感想の紹介があり「できることが増えていくたびに、こんなこと

ができるんじゃないかと想像してとてもワクワクした。」「試行錯誤して作品ができたり

していくのも楽しかった。」など肯定的な意見が多かったとのことです。 

 

（４）Wolfram言語の体験 

・Wolfram言語を使ったワードクラウドの制作実習の体験を参加されている方々に行って

いただき、２０分程度で各自オリジナルのワードクラウドの作品が完成していた。 
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2025年 9月10日 

U-16プログラミングコンテスト京都大会 実行委員会

（京都府私立中高情報科研究会） 

第２回U-16プログラミングコンテスト京都大会 開催要項 

コンテスト名称： 第２回U-16プログラミングコンテスト京都大会

目的： プログラミングへの興味関心を広げる。 

プログラミングに取り組むU-16世代の活躍の場を作る。 

情報教育の発展，将来のITエンジニア育成に寄与する。 

主催： U-16プログラミングコンテスト京都大会 実行委員会（京都府私立中高情報科研究会）

https://www.kyoto-shigaku.info 

後援： NPO法人 ITジュニア育成交流協会 https://www.ajitep.org/ 

（予定）京都府私立中学高等学校連合会 https://www.kyotoshigaku.gr.jp 

コンテスト内容：  U-16プログラミングコンテストとは」

U-16プログラミングコンテスト(以降、U-16プロコン) とは、16歳以下の高校生、中学生、小学生

を対象としたプログラミングコンテストで、全国各地で大会が行われています。京都大会ではこの

中でも、CHaser (チェイサー) という対戦型プラットフォーム上で、1対1のプログラム同士の対決

を行う 競技部門」を実施します。参加者は様々なプログラム言語で自律型プログラムを作成し、

プラットフォーム上で対戦を行い勝敗を決めます。

参加対象： 原則として京都府在住、または京都府にある小中高に在学する 

2026年4月1日時点で16歳以下（高校1年相当）の児童・生徒 

参加費用： 無料 

参加者見込み：競技参加者20名、観覧者40名、大会運営関係者10名 

大会内容 

●大会日程 2025年11月3日(月・祝) 

●大会場所 京都橘中学校・高等学校 304教室・コンピュータ教室（予定） 

 〒612-8026 京都市伏見区桃山町伊賀50 

●参加条件 原則として京都府在住、または京都府にある小中高に在学する 

2026年4月1日時点で16歳以下（高校1年相当）の児童・生徒 

●募集部門 競技部門（対戦型ゲームプラットフォームCHaser） 

●参加費用 無料 

事前講習会 ※事前講習会は大会参加の条件ではない

●事前講習会開催日時・場所

  第1回 2025年 9月27日(土) 13:00～16:00 場所:京都橘中高 

  第2回 2025年10月 4日(土) 13:00～16:00 場所:同志社中高 

  第3回 2025年10月18日(土) 13:00～16:00 場所:同志社中高 

●参加対象 大会参加を検討している小中学生（保護者同伴可） 

●参加費用 無料 ＊要参加申込  →くわしくは２次元コードのアドレスへ

●定員 各回20名まで 

事務局： 京都府私立中高情報科研究会（https://www.kyoto-shigaku.info/） 

同志社中学校・高等学校  鈴木 潤 jnsuzuki@js.doshisha.ac.jp 

〒606-8558 京都市左京区岩倉大鷺町89 Tel.075-781-7121 Fax.075-781-7124 
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1. 主催　U-16プログラミングコンテスト京都大会 実行委員会

2. 後援　京都府私立中学高等学校連合会・NPO法人ITジュニア育成交流協会

3. 主管　京都府私立中高情報科研究会

4. 期日　2025年11月3日(月・祝) 13:30～(開場13:00、閉会式16:00、16:30終了予定)

5. 場所　京都橘中学校・高等学校（〒612-8026 京都市伏見区桃山町伊賀50）

6. 種目　競技部門（プラットフォーム「CHaser」での対戦）

7. 参加資格

原則として京都府在住、または京都府にある小中高に在学する

2025年4月1日時点で16歳以下（高校1年相当）の児童・生徒

8. 競技規則

①U-16旭川プログラミングコンテスト実行委員会ルールブックを基本とする

②京都大会としてのルール

(1) 1試合（マッチ）における対戦数

・同じマップを用いてCool側・Hot側を入れ替えて1マッチにつき2回対戦（2ゲーム）を行う。

(2)マッチにおける勝者の決定

・1マッチにおける勝利数の多い方（2勝したもの）を勝ちとする。

・1試合(マッチ)において引き分けであった場合、2ゲームあわせた総獲得アイテム数の多い方を勝ちとする。

(3)総獲得アイテム数の算定（減点する条件）

・対戦相手から自分の上に置かれる、対戦相手に上下左右4方向をブロックで囲われる

→「PUT負け」の場合＝その対戦（ゲーム）の獲得アイテム数を0とする。

・自分がブロックのマスに移動する、自分が自身の上下左右4方向をブロックで囲う、自分が通信エラーで競技中断させる

→「自滅」の場合＝1試合(マッチ)の総獲得アイテム数より、残りターン数と同数をマイナスする（減点）

③トーナメント

(1)1回戦の対戦は大会当日に出場者のクジで決定する

(2)準決勝→3位決定戦→決勝　の順で試合を行う

④マップタイプ

(1)1回戦は事前提示したマップによる対戦(ターン数120)

(2)2回戦から決勝までは、大会本番時に提示(ターン数はいずれも120とする)

⑤クライアントプログラムの持ち込み

事前に提出したプログラムのみ使用できる。1つ以上の複数のプログラムを提出することできる。

⑥コンピュータ持ち込み

第1回大会は、持ち込みは禁止とします。大会運営側が用意した端末で実行します。

9.大会スケジュール

13:00　開場

13:30　開会式

13:45　1回戦スタート

14:45　～休憩～

15:00　2回戦～3位決定戦・決勝

16:00　閉会式・表彰

10.表彰対象　優勝から第3位まではトロフィー、そのほか参加者にも表彰

11.その他　本大会の優勝者は「BCN ITジュニア賞」の受賞対象者となる。

（表彰式は東京にて2026年1月23日に開催予定。会場までの往復交通費・宿泊費はNPO法人ITジュニア育成交流協会が負担。）

11.U-16プログラミングコンテスト京都大会(競技部門) 出場者一覧

No 氏名 所属 学年
01 二九　孝太郎 立命館小学校 小学校6年
02 奥田　昌史 同志社中学校 中学校3年
03 鈴木　万葉 京都市立明徳小学校 小学校4年
04 塩田　湊 京都橘中学校 中学校1年
05 坪田　詠介 京都橘中学校 中学校2年
06 原本　泳太 京都橘中学校 中学校2年
07 伴　亘琉 京都橘中学校 中学校2年
08 竹内　優祐 京都橘中学校 中学校2年
09 窪田　奎太 京都橘中学校 中学校2年
10 久門　平 京都橘中学校 中学校2年
11 松田　孝太 京都橘中学校 中学校2年
12 岩﨑　留葦 京都橘高等学校 高校1年
13 吉川　智基 京都橘高等学校 高校1年
14 岩見　享 京都橘高等学校 高校1年
15 中本　健人 京都橘高等学校 高校1年
16 勝田　真吾 京都橘高等学校 高校1年

第２回U-16プログラミングコンテスト京都大会 実施要項

2025年11月3日
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Rookie of the Year Award 

趣旨 

本研究会は、情報分野での活躍が期待される生徒を応援することを目的に、2022年度に Rookie of the Year 

Award を創設しました。既に中高生を対象とした種々の情報関連の大会がありますが、学校での情報教育は目

的、内容、環境、形態などにおいて多様であり、大会への参加が難しい場合もあります。そこで、本研究会では

一律のテーマを設けず、各校の「日頃の教育活動」における生徒の活動実績に基づいて表彰を行っています。 

賞の名称は、生徒の未来の活躍に期待し、Rookie of the Year Awardとしました。受賞者が学校間の交流を深

め、刺激を受け合う場となる授賞式も行います。本賞が生徒の成長と情報教育の発展に寄与できれば幸いです。 

  授賞対象要件 ※下記のすべての要件を満たすこと 

・京都府の私立中学校または私立高等学校に在籍する生徒。

・2024年度の授業や課外活動において、情報分野での開発や研究（プログラミング、ロボット製作、データ分析

などジャンルは不問）での顕著な活動実績があり、今後の活躍が期待される生徒。

・学校長の推薦を受けた個人またはグループ。ただし申請は各校 1名または 1グループに限る。

（中高併設校であっても、中学校・高等学校はそれぞれを１名または１グループとして申請できる。）

申請から授賞式までのスケジュール

申請する学校は、【A.申請書類】を教員が事務局（下記）へ提出してください。【B.受賞者決定通知書】の受け

取り後、【C.受賞者プレゼンテーション原稿】を提出してください。【D.Rookie of the Year Award 授賞式】に

は、受賞生徒と担当教員が参加してください。 

【A.申請書類】（①推薦書 ②活動実績報告書）の提出 

 受付期間：2024年 11月 11日（月）～12月 18日（水） 

 ↓ 

【B.受賞者決定通知書】の発送（本研究会から申請者へ） 

 日程：2024年 12月 24日（火）までに発送   

     ↓ 

【C.受賞者プレゼンテーション原稿】の提出   

 期限：2025年 1月 20日（月） 

   ↓ 

【D.Rookie of the Year Award 授賞式】 

 日程：2025年 1月 25日（土）    会場：京都産業大学むすびわざ館ホール 

  主催 京都府私立中学高等学校情報科研究会 http://www.kyoto-shigaku.info/ 

事務局 同志社中学校・高等学校  〒606-8558 京都市左京区岩倉大鷺町 89 

TEL:075-781-7121 鈴木 潤（jnsuzuki@js.doshisha.ac.jp） 

募集 
第４回 京都府私立中学高等学校情報科研究会
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2025年 5月 12日 

第４回「Rookie of the Year Award」募集要項(一次案内) 

１．趣旨 情報分野での活躍が期待される生徒を応援することを目的として、各校の情報分野での授業や課外活

動において、開発や研究（プログラミング、ロボット製作、データ分析などジャンルは不問）での顕

著な活動実績がある、生徒個人またはグループ表彰いたします。また、学校間での交流を深め刺激を

請け合う場として授賞式を行います。 

２．主催 京都府私立中学高等学校情報科研究会 

３．募集内容 情報分野での開発や研究での顕著な活動実績 

・2024年度の授業や課外活動におけるもの

・プログラミング、ロボット製作、データ分析などジャンルは不問

４．募集対象 京都府の私立中学校または私立高等学校に在籍する生徒 

５．募集期間 2025(令和7)年11月14日(火)～12月16日(火)【当日必着】 

６．応募方法 申請書類は教員がとりまとめ、募集期間内に下記まで送付してください。 

申請書類の提出先 

同志社中学高等学校 情報科 鈴木 潤 宛 

＜郵送の場合＞ 〒606-8558 京都市左京区岩倉大鷺町89  Tel 075-781-7121 

＜メールの場合＞ jnsuzuki@js.doshisha.ac.jp 

【申請に関する注意事項】 

①申請は各校１名または１グループに限ります。（中高併設校は中学・高校のそれぞれで申請できます） 

②申請には学校長の推薦が必要です。 

③授賞式での受賞者プレゼンテーションを行うこと、応募の条件とします。 

④応募内容はオリジナルで未発表のものに限ります。他コンクールとの重複応募はご遠慮ください。 

⑤趣旨にそぐわない内容、第三者の著作権・肖像権などの権利を侵害するものは、選考の対象外とします。 

 また、盗作・盗用などが判明した場合は、授賞を取り消す場合があります。 

⑥本研究会Webサイトや報告書にて、受賞者氏名・受賞者プレゼンの内容・授賞式の写真を公開します。 

７．参加料 無料 

８．スケジュール 2025(令和7)年12月16日(火)  募集締め切り 

2025(令和7)年12月22日(月)まで 受賞者決定発送 

2026(令和8)年 1月20日(月)  受賞者プレゼンテーション原稿提出 

2026(令和8)年 1月24日(土)  授賞式・交流会 

９．選考方法 情報科研究会役員により、受賞者を決定します 

１０．表彰 受賞者には賞状と副賞を贈呈します 

【Rookie of the Year Award授賞式】 

日時 2026(令和 8)年 1月 24日(土) 14:00～16:00 

会場 京都産業大学むすびわざ館ホール[予定] 

  京都市下京区中堂寺命婦町 1-10(JR丹波口駅 徒歩 7分、阪急大宮・京福四条大宮駅徒歩 11分) 

※授賞式の後、受賞者や参加者を交えての交流会を行います。（16:00～17:00を予定）

京都府私立中学高等学校情報科研究会 http://www.kyoto-shigaku.info/ 

事務局 同志社中学校・高等学校  〒606-8558 京都市左京区岩倉大鷺町 89 

TEL:075-781-7121   鈴木 潤（jnsuzuki@js.doshisha.ac.jp） 

37



第４回

京都府私立中学高等学校情報科研究会主 催

京都産業大学 むすびわざ館ホール会 場

2026.01.24 Sat.

TIMETABLE

本研究会では、情報分野での活躍が期待される生徒を応援することを目的とし、生徒や教員が学校間の
交流を深め、刺激を受け合う機会とするため、2022年度にRookie of the Year Award を創設しました。
４回目となる今年度については、研究会での審査の結果、7組の「 Rookie of the Year Award 」を決定いたしました。

（ 休 憩 ）

（１７：００頃終了予定）

開会挨拶／進行説明14:20
受賞者プレゼンテーション14:25

表 彰15:35

閉会挨拶
16:20 交 流 会 （L401教室にて）

講 評
京都精華大学 メディア表現学部
京 都 産 業 大 学 情 報 理 工 学 部

教授 鹿野利春 先生

教授 奥田次郎 先生

（順不同・発表順は抽選で決定します）

【京都産業大学附属中学校】 石田 唯華さん

学校部活内で制作したゲーム

【華頂女子高等学校】 岸部 亜依さん 澤 田 詩 さん 山﨑 仁衣菜さん

谷口 由衣さん 長谷川 結衣さん 山下 真央 さん 髙島 芽衣さん

【京都橘高等学校】 佐藤 伶美さん

情報デザイン データ分析に基づくAED利用促進ポスターの作成

【同志社高等学校】 藤井 八広さん

家族団らんで盛り上がる老若男女楽しめるゲームの開発

【京都産業大学附属高等学校】 岡崎 葵さん 服部 航和さん 平川 美月さん

テニスにおけるファーストサーブ成功率向上プロジェクト

【立命館高等学校】 高橋 蒼介さん

【京都橘中学校】 原本 泳太さん 伴 亘琉さん 竹内 優祐さん 藤本 嵐さん 久門 平さん 松田 孝太さん

AtCoder Junior Leagueへの参加

京都府私立中学高等学校情報科研究会 〔 http://www.kyoto-shigaku.info/ 〕38



京都橘高等学校２年 佐藤 伶美

Event
Summary
Report

藤 伶美美

全体概要

1 2 3 4

計 :４時間計 :４時間

01 02 03
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『“MiLABO”内での運営を行うグループ“TCT”の活動内容と制作物』 

高橋 蒼介（立命館高等学校） 

利用した主な機器やソフトウェア 

3D プリンター・ガーメントプリンター・デジタル刺繍ミシン・UV プリンター 

レーザーカッター・シールプリンター等

『“MiLABO”内での運営を行うグループ“TCT”の活動内容と制作物』 

活動実績の説明： 

・MiLABO を使用する生徒や教師のための受付・運営

・機械を使用する人に対してのサポート

・定期的にさまざまな機械を使用して講習会・ワークショップの開催

・文化祭での予約制ワークショップ（2 日間計約 150 人）

・オープンキャンパス時にラボを見学しに来た方向けの説明係

・オープンキャンパスにて行っているスタンプラリーの景品作成

・サタデーＢＯＸという土曜日に定期的に行われる任意参加のワークショップを

先生方が生徒向けに行うイベントでのワークショップの開催

・さまざまな人に見てもらうための見本品の作成

・機械の定期的なメンテナンス
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『AtCoder Junior League における競技プログラミングへの取り組み』 

原本 泳太 

伴 亘琉 

竹内 優祐 

藤本 嵐 

久門 平 

松田 孝太 

（京都橘中学校） 

 

活動区分：クラブ（ロボットプログラミング部） 

活動期間：年間（2025 年 4 月から現在）放課後や区択後 

 

『AtCoder Junior League における競技プログラミングへの取り組み』 

活動実績の説明： 

私たちの部活では中学２年生を中心に AtCoder Junior Leaue という競技プ

ログラミングの大会に参加し努力しています。 

Summer では２年生の一部が途中参加だったため、 67 校中 31 位という悔し

い結果を取ってしまいました。 

しかし、その悔しさをバネに Winter をみんなで頑張った結果、12 月 16 日

時点で 49 校中 14 位という順位を取れています。 

私たちが AtCoder Junior Leaue に参加している理由は、競技プログラミン

グを究めたいという思いが強いからです。 

その結果、情報オリンピックでは中学２年生全員が合格することができまし

た。 

このように私たちは AtCoder Junior Leaue に参加し、プログラミング力を

上げています。 

  

49



第４回「Rookie of the Year Award」授賞式
2026(令和8)年 1月24日(土) 京都産業大学むすびわざ館ホール

原本 泳太さん 伴 亘琉さん 竹内 優祐さん
藤本 嵐さん 久門 平さん 松田 孝太さん（京都橘中学校）
『AtCoder Junior Leagueへの参加』

石田 唯華さん（京都産業大学附属中学校）
『学校部活内で制作したゲーム』

受賞者のみなさんでの記念撮影
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高橋 蒼介さん（立命館高等学校）
『MiLABO”内での運営を行うグループ“TCT”の活動内容と制作物』

佐藤 伶美さん（京都橘高等学校）
『情報デザイン データ分析に基づくAED利用促進ポスターの作成』

岸部 亜依さん 澤田 詩さん 山﨑 仁衣菜さん 谷口 由衣さん
長谷川 結衣さん 山下 真央さん 髙島 芽衣さん （華頂女子高等学校）
『「むずかしい」が「楽しい！」に変わる瞬間〜ドキドキがワクワクになるWolfram作品制作〜』
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岡崎 葵さん 服部 航和さん 平川 美月さん （京都産業大学附属高等学校）
『テニスにおけるファーストサーブ成功率向上プロジェクト』

藤井 八広さん （同志社高等学校）
『家族団らんで盛り上がる老若男女楽しめるゲームの開発』

授賞式のあとは
参加者で交流会を行いました
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